
第二阪奈有料道路の維持管理の包括マネジメント【事業主体：奈良県道路公社】 平成２４年３月

調査内容

１ 対象とする資産の明確化

業務の目的（官民連携事業導入の狙い）

１．対象とする資産の明確化
２．これまでの管理方法の整理と課題抽出
３．法的規制等に関する調査
４．先進的な取り組み事例の調査
５．入札契約図書（試案）の作成
６．事業スキームの最終化
７．総合評価・事業推進手順の整理
【資料】
・道路維持委託業務 要求水準書（案）等
（第二阪奈有料道路用）

施設概要

（第二阪奈有料道路用）

結 論

（１）路線名 ：一般国道３０８号１．事業の進め方
（２）延長 ：９.６ｋｍ
（３）道路の区分：第１種 第３級
（４）車道幅員 ：３．５０ｍ×２車線
（５）設計速度 ：１時間につき６０ｋｍ
（６）開通年月日：平成９年４月２３日
（７）事業費 ：２ ３３６億円

１．事業の進め方

• 平成２４年度は、一部に性能規定を適用した包括委託を単年度で実施。

• 実施結果を検証し、平成２５年度以降を展開（詳細は次ページ参照）

２．委託の特徴

• 民間ノウハウ活用のため植栽管理業務の一部に性能規定を導入。 （７）事業費 ：２,３３６億円
（８）実績交通量：計画の80.0%（H22年度）

民間ノウハウ活用のため植栽管理業務の 部に性能規定を導入。

• 舗装補修業務において品質保証付き契約（3年間）を導入。

• 民間ノウハウを随時、改善に結びつける仕組みを導入。

• 維持作業時に見過ごされていた損傷・不具合等に的確に対応する仕組みを導入。

３ 包括委託により公社が獲得するメリットの見通し３．包括委託により公社が獲得するメリットの見通し

• 客観的で安定的な維持管理水準の確保と従来比数%程度のコスト縮減。

４．募集図書（試案）の作成

• 第二阪奈有料道路用 要求水準書（案））等

５ 事業スキームづくりの特徴５．事業スキ ムづくりの特徴

• 丁寧な市場調査による、実施可能な事業スキームづくり。



第二阪奈有料道路 維持管理方法の将来展望

• 平成２５年度以降は 構造物点検等業務を加え複数年契約を検討• 平成２５年度以降は、構造物点検等業務を加え複数年契約を検討。

• 地元企業の育成、性能規定業務の一層の拡大を図り、効果を検証しなが

ら段階的に合理化を推進する方針
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ら段階的に合理化を推進する方針。
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＋料金収受
＋管理所建物管理地元企業の育成・性能規定業務の一層の拡大

・第二阪奈有料道路は大阪府道路公社と共同管理を行っており、本検討は現時点で奈良県道路公社が担っている業務を対象として行った。
・道路巡回業務は大阪府道路公社の管理業務であるため、平成24年度の委託では対象業務としていない。


